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「知らないと大損！知ってトクする」パンフ 

新刊２０２２年版完成 
１月２４日到着、すでに申込みが始まりました。 

「知っトクパンフ」が納品され、早速普及が始まっていま

す。保険医協会では、会員医療機関への案内を始めたと

ころ、2 日間で 30 医療機関の注文が寄せられて、どんど

ん増えています。負担増の現在、知っトクの魅力を伝え、

普及しましょう！ 

 中日新聞・東京新聞への掲載日程の連絡がありました。 

楽しみにしましょう。【保険医協会・日下氏】 

社保協へも、問い合わせや申し込みが届いています。 

 

注文、順次発送。1 冊 100 円+送料実費 

２月１２日中日新聞・東京新聞に掲載

の予定 

○申込みは 愛知社保協ホームページ、QR コード、FAX からも OK 

 

☆☆オミクロン感染が急速拡大。感染対策・健康管理を厳重に！！ 



 



１月２８日国会行動 合計６３５，５３４筆の署名提出 

介護署名 196,073 筆！       

いのち署名 177,310 筆！           

年金署名 90,933 筆！75 歳以上

医療費 2 倍化中止 171,218 筆！

愛知社保協、４カ所 Web ８名参加

２月６日地元国会議員へ要請行動 

全労連社会保障闘争本部ニュースNO.160 全労連社会保障闘争本部発行 2022年2月1日抜粋 

全労連は、1月28日、中央社保協や民医連、医労連などとともにいのち署名や介護署名などを提出

する国会行動を行いました。コロナ感染が広がる中でしたが、300人以上の参加がありました（会場

110人、オンライン160回線）。集会には20人の国会議員（うち秘書のみ9人）が駆け付け、あいさつす

るとともに、いのち守る政策への転換に向けての決意を述べました。介護署名196,073筆、75歳以上

医療費２倍化中止署名171,218筆、年金署名90,933筆を提出しました。新いのち署名は集約のみ

発表177,310筆となりました。終了後、国会議員要請を行いました。 

開会に先立ち行われた情勢学習会では、中央社保協代表委員の住江憲勇・保団連会長が開会あい

さつし、「『新しい資本主義』は旧態依然の大企業と富裕層支援の新自由主義に他ならない」「2022年

度予算案は社会保障自然増2200億円を削減し、法人税と富裕層の所得税の課税強化による所得再

配分機能を全く否定している」と指摘し、「新自由主義推進の岸田自公政権と補完勢力を上回る野党

共闘の大きな拡大のための世論を作り上げよう」と呼びかけました。佛教大の横山壽一教授による「新

たな国会情勢下での新いのち署名、社会保障拡充のたたかい」と題する講演の後、統一署名提出行

動を行いました。 

請願採択めざし、市民と野党の共闘、共同の輪を大きく広げよう 

中央社保協の是枝一成事務局次長が行動提起を行い、「市民と野党の共闘を進め、賛同議員を国会

で多数にしていくことが大事」「地域からの運動で主権

者として通常国会での請願採択の実現を目指し共同の

輪を大きく広げよう」と呼びかけました。終了後、参加者

は国会議員の要請へ。   介護7団体による介護署名

提出行動が行われました。 

○いのち・くらし・社会保障立て直せ一斉行動日程  

2月25日、4月25日全国一斉署名行動   3月2日、5月

26日署名提出 

●11人の議員が参加し、あいさつしていただきました。 

倉林明子（参・共産・京都）、田村貴昭（衆・共産・九州）、松木けんこう（衆・立憲・北海道2区）、紙智子（参・共

産・比例）、岩渕友（参・共産・比例）、山添拓（参・共産・東京）、宮本岳志（衆・共産・近畿）、山岸一生（衆・立憲・

東京9区）、大石あきこ（衆・れいわ・近畿）、宮本徹（衆・共産・東京）田中健（衆・国民・東海） 

●9人の秘書の方が参加してくださいました。議員のお名前を紹介します（敬称略） 

馬淵澄夫（衆・立憲・奈良1区）、米山隆一（衆・立憲・新潟5区）、阿部知子（衆・立憲・神奈川12区）、鎌田さゆり

（衆・立憲・宮城2区）、末次精一（衆・立憲・九州）、下条みつ（衆・立憲・長野2区）、山崎誠（衆・立憲・南関東）、

宮沢由佳（参・立憲・山梨）、小西洋之（参・立憲・千葉） 



名古屋市の国保と高齢者医療をよくする会         

２０２１年度「国保・高齢者・介護改善」各区訪問要請 

１月１３日、名古屋市内を４班に分

け会の代表 110 人が各区を訪問し､

要請を行い、各区担当課から 87 人

が対応されました。           

「国保」は 保険料引き下げや減免制

度の拡充、１８歳未満の均等割減免、

コロナ対策の収入減少世帯の保険

料減免。保険料滞納に関わる、資格

証明書や短期保険証の発行、差押え

や滞納処分について、現状の説明や

意見交換し改善を求めました。    

「介護制度」改善では、保険料引き下

げや保険料・利用料の減免の拡充、

不足する特養整備、厚生院の「廃止」

等について､懇談しました。       

「コロナ禍で所得が上がらない上に､

保険料負担が重いという声は聞く。

税金や協会けんぽ等に比べて国保

料は高いと思う」「国保は事業主負

担がない分、負担が多い」「保険料の

負担感を感じられる方は多い」「窓口

でも国保が高くて払えないと言う声が多くある」などの発言がありました。一方、「保険料の算定方法

からすれば妥当」「負担率が一律高いとは言えない。保険制度である限り､際限なく保険料が上がるの

はやむを得ない」等の発言も見られ､懇談の必要性を確認しました（詳しくは､別途報告書参照くださ

い）。 なお、１月末に予定した名古屋市担当課との懇談は､コロナ感染拡大のため延期となりました。 

□稲沢市国保 子どもの均等割１８歳まで５割減免 ４月から          
稲沢市は１月２５日の国保運営協議会で、今年４月から､国が未就学児の均等割保険料を公費で５割

軽減するタイミングに合わせて､子育て世帯の経済的負担軽減の観点から､市独自で高校生までの子

どもに対して減免制度を創設することを明らかにしました。日本共産党の曽我部議員が１２月議会でも

実現を求め､前向きの答弁を引き出していました。国の減免対象は､未就学児約５６０人。均等割を５割

軽減。また、７割、５割、２割と均等割が軽減されている世帯では、７割+１．５割、５割軽減では+２．５

割、２割軽減では＋４割に軽減割合を増やします。稲沢市は､この制度を小学生から高校生まで独自

に拡大。対象者は役１５４０人。１８６４万７千円の年間事業費を予定しています。 

□２０２２年「後期高齢者医療制度の改善を求める請願書」提出、       

広域連合議会２月１４日開催 今回の定例会で２年ごとの改定の保険料改定を行います。

剰余金を使って平均では 1000 円ほど下がりますが、所得割率が少し下がるため、中間所得層の保

険料は下がるものの、賦課限度額が引き上げになる関係と、均等割額は上がるので、高所得層の保険

料と低所得層の保険料は上がります。 

 2 月 14 日(月)午後 1 時 30 分～メルパルク名古屋で議会です。今のところ、傍聴はできる見込み

です（定員 15 人）が、コロナ対策で傍聴できるか、直前まで確認を行います。 

 広域連合議会へ提出の請願に対し､紹介議員は 伊藤建治議員（春日井市）、江幡満世志議員（大

口町）、さいとう愛子議員（名古屋市）の３名のみとなっています。 



 


